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第２３回（２０２２年度）島根県障がい者スポーツ大会「フライングディスク」競技会 開催要項 

 

１．目 的 

   この大会は、障がいのある人が、競技を通じてスポーツの楽しさを体験するとと

もに、県民の障がいへの理解を一層深め、障がい者の社会参加促進に寄与すること

を目的とする。 

 

２．主 催 

   島根県 公益財団法人島根県障害者スポーツ協会 

 

３．共 催（予定） 

   出雲市 

 

４．主 管（予定） 

   島根県障害者フライングディスク協会 

 

５．後 援（予定 順不同） 

公益財団法人島根県体育協会 社会福祉法人島根県社会福祉協議会 島根県身

体障害者団体連合会 島根県知的障害者福祉協会 島根県手をつなぐ育成会 一

般社団法人島根県精神保健福祉会連合会 島根県精神保健福祉士会 一般社団法

人日本精神科看護協会島根県支部 島根県特別支援学校長会 出雲市教育委員会 

出雲市体育協会 社会福祉法人出雲市社会福祉協議会 出雲市身体障害者福祉協

会 出雲市手をつなぐ育成会 

 

６．協 力（予定 順不同） 

   島根県聴覚障害者情報センター 島根県障がい者スポーツ指導者協議会 ボラ

ンティアの皆さま 

 

７．期 日 

２０２２年６月４日（土） 

受  付： ９時３０分から１０時００分 

競技開始：１０時３０分から 

 

８．申し込み期限 

２０２２年５月９日（月） 

 

９．会 場 

   出雲健康公園 多目的運動場 

所在地：出雲市矢野町９９９  電話：０８５３－２５－１００６ 

※雨天時は、出雲ドーム（同上 公園内）で、アキュラシー競技のみ行う。 

 

10．その他 

   上記以外の項目は、「島根県障がい者スポーツ大会 全競技共通開催要項」による。 

 

 

――――――――――― 本件に関する送付先・問い合わせ先 ――――――――――― 

 島根県社会福祉協議会 地域福祉部 障がい者福祉係内 島根県障害者スポーツ協会 

 〒６９０－００１１ 松江市東津田町１７４１番地３ いきいきプラザ島根５階 

 電 話：０８５２－２０－７７７０  ファックス：０８５２－３２－５９８２ 

メール： info_office@spokyo.org 
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第２３回（２０２２年度）「フライングディスク」競技会 実施要領 

 

１．競技規則 

開催年度の（公財）日本パラスポーツ協会制定「全国障害者スポーツ大会競技規則」及び

本大会の申し合わせ事項を適用する。 

２．参加区分 

 以下の２種目、もしくはどちらか１種目に出場することができる。 

  （１）アキュラシー…障がい、男女、年齢の区分を問わない。 

※ディスリート５・ディスリート７のいずれかを選択する。 

（２）ディスタンス…男女別とする。 

※立位と座位を選択する。 

３．服  装 

（１）運動に適した服装とする。 

（２）ゼッケンは主催者側が交付するものを使用し、競技用服装の胸部と背部につける。 

４．練  習 

  受け付けを済ませた後、開会式の合図があるまでは練習を許可するが、当日指定された場

所でのみ行うこととする。 

５．招  集 

（１）招集開始時間…競技開始２０分前 

招集完了時間…競技開始１０分前 

（２）招集開始時間になったら選手招集場所に集合し、競技役員の点呼を受けその場に待機

する。 

６．入 退 場 

競技場への入退場は、すべて競技役員の誘導により行う。 

７．競技方法 

「アキュラシー」 

（１）競技場 

   ①サイト（１プレーヤーが競技する競技場）の設置は追い風を原則とする。 

   ②アキュラシーゴールと隣のゴールとの間隔は５ｍ以上とする。 

   ③競技場には吹き流しを設置する。 

（２）用具 

   ①ディスク 

    競技用ディスクは、日本フライングディスク協会公認および推奨品（含む日本障害

者フライングディスク連盟公認）の「ファストバックモデル」ディスクで、直径２

３.５㎝、重量１００±５ｇとする。 

   ②アキュラシーゴール（標的） 

ａ．材質：鋼鉄製で円形部はオレンジ色焼付塗装仕上とする。 

ｂ．形状：内径９１.５㎝の円形とする。パイプの径は２.５㎝とする。 

ｃ．位置：アキュラシーゴールの前面がスローイングラインと平行で外形の最下部

が６１㎝になるように設置する[図１参照]。 

   ③スローイングライン（足留材） 

    ａ．材質：プラスチック製または木製とする。 
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    ｂ．色：白色 

    ｃ．形状：長さ１６０㎝、幅６㎝、高さ４㎝とする。 

    ｄ．止め方：競技場に完全に固定する。 

ｅ．スローイングアシストライン（視覚障がい者用補助具）：スローイング方向がわ

かるように、スローイングライン中央からアキュラシーゴール方向に直角に直

径１.５㎝、長さ５０㎝の丸棒を設置する。[図２参照] 

④座位の部で使用する椅子は主催者側で用意する。 

（３）競技 

   ①種目 

    ａ．ディスリート・ファイブ：スローイングラインの中央よりアキュラシーゴール

までの距離を５ｍとする。 

    ｂ．ディスリート・セブン：スローイングラインの中央よりアキュラシーゴールま

での距離を７ｍとする。 

   ②競技方法 

    ａ．試技は１０投連続して行う。 

    ｂ．投げ方は自由とする。 

    ｃ．競技上有利となる用具の使用は認めない。 

    ｄ．プレーヤーが視覚障がい者の場合は、競技役員がアキュラシーゴール後方３ｍ

の距離から電子音によってアキュラシーゴール中心部の位置を知らせること

ができる。 

    ｅ．試技の時間は、プレーヤーが１投目のディスクを受け取ってから５分とする。

５分を超えた試技は無効とする。 

   ③得点 

    得点は、ディスクが地面に触れずに直接アキュラシーゴールを通過した回数とする。

逆方向から通過した場合は得点とならない。 

   ④順位の決定 

    ａ．順位は、得点の多さで決定する。 

    ｂ．同点の場合は、第１得点を先に挙げた者を上位とする。第１得点が同じ場合は、

順次、得点を先に挙げた者を上位とする。 

    ｃ．ｂの方法によって１位、２位、３位が決定しない場合は、１セット（３投）の

再投（追加試技）を行い、得点の多さで順位を決定する。ただし、４位以下の

者で同点の場合は、再投は行わず、同順位とする。 

    ｄ．ｃの方法によって再投を行った結果、同点となり１位、２位、３位が決定しな

い場合は、ｂの方法によって順位を決定する。 

    ｅ．再投は、順位が決定するまで最大５セットまで行う。 

    ｆ. ｅの方法によっても順位が決定しない場合は同順位とする。 

   ⑤反則 

    試技中に身体の一部や補装具（椅子等を含む）がスローイングラインのプレーヤー

側の側面以外に触れたときは反則とする。ただし、フットレストがスローイングラ

インの上方空間に出ることは反則としない。反則のあった試技は１投とみなすが、

得点は無効とする。 
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「ディスタンス」 

（１）競技場 

   ①サイトの設置は追い風を原則とする。 

   ②１サイトは横２０ｍ以上、縦６ｍ以上とする。 

   ③スローイングエリアは、スローイングラインとスローイングエンドラインの幅１.

８ｍとする。[図３参照] 

   ④競技場には吹き流しを設置する。 

（２）用具 

   競技用ディスクおよびスローイングラインは、アキュラシーと同様のものを使用する。 

（３）競技 

   ①種目 

    次の４つの区分に分けて行う。 

ａ．座位女子 

ｂ．座位男子 

ｃ．立位女子 

ｄ．立位男子 

   ②競技方法 

    ａ．プレーヤーはスローイングエリア内で試技しなければならない。 

    ｂ．プレーヤーは試技の前に１投の練習をしなければならない。練習用ディスクは

競技用と同規格のもので、色は黄色とする。 

    ｃ．試技は３投連続して行う。 

    ｄ．投げられたディスクの有効範囲は、競技フィールド前方１８０°とする。 

    ｅ．距離の計測は、スローイングラインの中央の計測点から、ディスクが最初に地

面に触れた点までとする。[図４] 

    ｆ．投げ方は自由とする。 

    ｇ．競技上有利となる用具の使用は認めない。 

    ｈ．試技の時間は、プレーヤーが１投目のディスクを受け取ってから３分とする。

３分を超えた試技は無効とする。 

    ｉ．座位で競技する場合のシートの高さはクッションを含め７５㎝以下とする。 

   ③記録 

    ａ．記録は、３投の試技で最も距離の遠い着地点を計測する。 

    ｂ．計測は㎝単位とし、１㎝未満は切り捨てる。 

   ④順位の決定 

    同順位の場合、１位、２位、３位は１投の再投（追加試技）により決定する。再投

は、順位が決定するまで行う。４位以下の者が同記録の場合は、再投は行わず同順

位とする。再投の記録は公式記録としない。 

   ⑤反則 

    ａ．スローイングエリア外から助走をしたときは反則とする。 

    ｂ．その他のスローイングに関する反則は、アキュラシーと同様に扱うものとする。 

 

「団体競技」 

（１）アキュラシーの個人競技に出場した選手のうち、上位３名の合計得点により決定する。 

（２）合計得点が同点の場合には、チーム内で１位の選手同士の得点を比較し、先に第１得

点を上げたチームを上位とする（以下同点の場合は、２位、３位の選手により決定）。

なおこれによっても同じ場合には、双方を１位として取り扱うものとする。 

 

８．その他 

   ※雨天時は、出雲ドーム（出雲健康公園内）で、アキュラシー競技のみ行う。 
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図１　ディスタンスのスローイングサイト

図２　ディスタンスの飛距離測定

図３　アキュラシーのスローイングサイトとゴール
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